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日程 ①ライブ出演 ②収録出演 ③VTR出演

音楽祭 ５ ２ ３

芸能祭 １１ ７ ２

★無観客ライブ配信として文化祭発表部門を開催することとなったが、
演者にはそれぞれの事情に合わせて出演方法を選択できるよう、工夫を図った。

例えば、コーラスなど、声を発するものにつて、コロナ感染症対策が厳しく、活動の幅も狭め
られる部分があり、出演者も他の団体との接触について敏感だったため、個別団体のみの収録
の形をとれるように配慮した。

それぞれの出演方法は上記の表の通りである。



①ライブ出演



②収録出演



③VTR出演



●３公民館で相互オンラインによる観覧の実施（web会議システム使用）

※サテライト観覧会場と銘打ち、各会場の観覧状況が出演者にも見え、
相互でやり取りができる 仕組みとした。

◆相互のやり取りはｗｅｂ会議システムを使用
◆観覧は動画配信サイトで上映

勤労青少年ホーム ステージ

YouTube配信

Zoom通信

市内３公民館
サテライト観覧席

客席
スクリーン

スクリーン

YouTube観覧
Ｚｏｏｍ通信画面



待機時のCM
（独自作成）
●仁賀保高校の協力PR

●ホーム自主事業

●共催事業

など



２ 具体的な取り組み

令和２年１０月３０日（土）
「にかほ市民文化祭 音楽祭」（１日目）

１１月 １日（日）
「にかほ市民文化祭 芸能祭」（２日目）

●開催館は無観客

●動画配信サイトによるライブ配信
（にかほ市公式YouTubeチャンネル）
※文化祭広報へURLおよびQRコード
の掲載での周知

★市の公式チャンネルでの配信により、より多くの方の目
に留まるよう視聴機会を図った。 文化祭パンフレット



３ 活動等の成果
様々な行事、イベントが中止となる中、「演」側には新たな手法

により学習成果の発表機会を得られた。「観」については、実際に
会場に足を運べない方も物理的困難を「オンライン」が克服し、芸
術を楽しむ機会が拡大した。
また、オンライン文化祭の実施に際し、市内にある唯一の高等学

校「秋田県立仁賀保高等学校」の情報メディア科より技術的支援を
いただき、生徒にも参加してもらうことにより、若い世代の市の文
化振興への興味を持ってもらうことができた。

４ 今後の課題
① 学習者のIT環境格差への対応

→当館を活用することによる克服を目指し、そのための環境
整備を進めていく。

② 様々なツールの活用の長短所の取り込み方、動画配信サイト、
web会議システムなどの利点を生かした活用
→地域住民に向けて、基礎的な学習機会（講座）を開催する。
（令和３年実施）

③ オンラインを介しての文化交流、世代間交流の必要性
→ニーズに応じた交流ができるよう、仁賀保高校との協力連
携を強化する。


